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分任契約担当官
陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地

第433会計隊長 蓮池

以下のとおリー般競争入札を実施するので、「入札及び契約心得」及び「契約条項」を承知のうえ参カロされたい。
1

上記項 目 日の内容については、品目等内訳書に記載する。

競争参加資格

次のいずれかであること

全省庁統一資格の「役務の提供等」に係る等級がA、 B、 C、 D等級であること

ただし、細部は注意事項による。

契約条項を示す場所

陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地 第433会計隊契約班

説明会及び入札執行の日時場所

説明会日時場所 :

入札日時場所  :令和6年9月 19日 (木)13時20分 第433会計隊入札室

保証金

入札保証金 :免除 契約保証金 :免除

6 落札決定方式及び契約方式
落札決定方式 :グループ別総額 契約方式 :一般競争

7 注意事項
(1)グループ内訳

Aグループ :ポイラー用燃料タンク清掃検査役務
Bグループ :ボイラー用燃料タンク清掃・検査役務

期

期

納

納

令和 7年 1月 31日
令和 6年 12月 20日

(2)競争に参加する者に必要な資格に関する事項
ア 予算決算及び会計令第 70条の規定に該当しない者であること。尚、未成年者、被保佐人又は被補助人であつて、契
約締結のために必要な同意を得ている者は、同条中特別の理由がある場合に該当する。

予算決算及び会計令第 71条の規定に該当しない者であること。
令和 04・ 05・ 06年度の全省庁統一資格 r役務の提供等」 rD等級以上」に格付けされ東海・北陸地域の競争参
加資格を有する者であること。
工 契約担当官等から指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。
オ 防衛省大臣官房衛生監、防衛政策局長、防衛装備庁長官又は陸上幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停
止等の要領Jに基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。
力 前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であつて、当該者と同種の物品の売買又は
製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。

キ 原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めない。ただし、真にやむを得ない事由を該当する省指名
停止権者が認めた場合には、この限りでない。
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ポイラー用燃料タンク清掃検査役務 ほか1件



(3)入札の方法
ア 落札決定に当たつては、入札書に記載された金額に当該金額の 10%(軽 減税率対象品日については 8%)に 相当す
る額を加算した金額 (当該金額に 1円未満の端数があるときは、その端数金額を切 り捨てるものとする。)を もつて落
本L金額とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積

もつた金額の 110分 の 100(軽 減税率対象品目については 108分 の 100)に 相当する金額を入札書に記載する
こと。

イ 予定価格の制限の範囲内で最低の入本L金額の入札者を落札者とする。また、入札金額が同価の場合は直ちにくじ引き
により落札者を決定する。この時、郵便入札等により入札者がくじを引けない場合、入札に関係ない職員が代行しくじ

を引き、落札者を決定する。

(4)入札の無効
ア 第1項で示した競争に参加する者に必要な資格のない者が入札した場合
イ 入札者が 「暴力団排除に関する誓約事項」若しくは「暴力団排除に関する誓約書」の誓約に虚偽があった場合又は誓
約に反することとなった場合

ウ 入札に関する条件に違反して入札した場合
工 入本し金額が明瞭でない場合又は入札者の氏名が判別し難い場合
オ 押印を省略する場合による責任者及び担当者の氏名及び連絡先の記載の無いもの
力 電報、電話による入札の場合
キ 郵便による入札の場合、官側の示した期日までに到着しなかつた入札

(5)契約書の作成の成否
ア 作成する。契約書等の記載要領等の細部については、落本L決定後落札者に説明する。
イ 適用する条項
「役務請負契約条項」
「談合等の不正行為に関する特約条項」
「暴力団排除に関する特約条項」

(6)違約金に関する事項
ア 落札者が契約締結に応 じない場合は、見積金額に消費税及び地方消費税に相当する金額を加えた額の 100分 の 5に
相当する金額、契約者が契約を履行しない場合は契約金額の 100分 の 10以上を違約金として徴収する。
イ 遅延賠償金 :遅延部分 1日 につき、契約金額の 1000分 の 1以上を違約金として徴収する。

(7)その他
ア 入札開始前に、「資格審査結果通知書」の写を提出するものとする。すでに提出している場合は、提出は要しない。
イ 代表者等の代理人が入札する場合は、入札開始前に「委任状」を提出するものとする。
ウ 郵便による入札は、会社名、入札日時、件名を明記 し、「入札書在中Jと 朱書した上で、 9月 18日 (水)12時
00分必着で下記の宛先へ郵送するものとする。なお、事前に郵送により入札する旨の連絡をするものとする。
工 入本Lに参カロする場合 9月 17日 (火)12時 00分までに電話連絡及び市場価格調査書を提出するものとする。

オ 入札参カロ者は「駐屯地用標準契約書」及び「入札及び契約心得」 (東部方面会計隊ウェブサイ ト《https:〃■yw md
go jp/gsdf/eae/kaikei/eafin/index html》 又は滝ケ原駐屯地会計隊事務所で公開)を承諾の上、参加すること。
力 入札書の提出をもつて「暴力団排除に関する誓約事項」のとおり誓約 したものとする。承諾している旨として下記の
一文を入札書に記載するものとする。

『当社 (私 (個人の場合)、 当団体 (団体の場合)は暴力団排除に関する誓約書に定める事項について誓約いたしま
す。』 なお、前記の「暴力団υF除に関する誓約事項」による誓約書の提出を拒否する場合については、入札は参加出来

ない。

キ 初度入札で郵便による入札参加者があつた場合の再度入本との時期は、次のとおりとする。
(ア)日 時 :令和 6年 9月 24日 (月 )9時 00分
(イ)場 所 :第 433会 計隊 入札室

(8)入札に関する問い合わせ先
412-8550
静岡県御殿場市中畑 2092-2
陸上自衛隊滝ケ原駐屯地 第433会 計隊 契約Jll
担当者名 :深川

連絡先 :0550-89-0711
内 線 :343 FAX:487



一ヽ
一
一一

緻

“

黎

同

ヨ
　

　

露

墨

素

郎

応

卜

蒙

Ｋ

緊

雲
　
　

軍

製
口
晨
Ｗ
ド

“
瑯
ト
ロ
　
，
轡
摯
登
終
黎

０

０

０

Ｅ
３
雪
【■
卜
，
゛

鰭

　

　

蛾

証
さ
薇
民
郎

ヽ

―
ミ

ヽ

く

騒

期

Ｆ

　

■

颯
　
掻
　
一
ｕ
　
丼

゛ 撻
嵌
　
“
一■
椰
　
¨
中
嘔
粽

♪

串

“

挙

〓

裕
Ｓ
爆
経
奮
彙
ヽ
ヽ
ヽ
李
槃
民
―
卜
ヽ
く

ヽ
■
Ｎ
Ｃ
神
牽
ｕ

一
幹

¨
誨
嘔
゛

一

・Ｉ

″
一
■
〓
一
〓
一．

゛
ヽ
昨

民
毬

ヨ

‐

■

≪

卜

ヽ

‐
　

一

８
８
２
首
゛
〓
で
　
　
　
一　
　
　
　
¨
囀
画
古
増
Ｒ
黎
藤

0
Z

【
　

ヽ
１
て

枷

雁

【

計

皿

ユロ

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ



製

彙
一̈
〓

事

０

ヨ

墨

卜

醸

墨

示

卜

褻

く

素

栞

露

製
口
爛
底

、
電

●
怪
↓
ヌ
　
ド
型
コ
■
興
珈
透
絆
来

＾
ヽ
０
∞
）

口
Ｒ

瞑
，
■
８
κ
０

笙

　

　

蛾

゛
壼
栞
眠
導

ヽ

１
ミ

ヽ

縣

期

に

■

Ｈ
　
蝋
　
一●
　
■

ヾ 聟

繋

二
●
椰
　
¨
中
輻
雄

¨
準
“
撃
ｕ

ｏ
ｏ

¨
　

　

一

【
∽

撻
さ
樹
簗
　
〓
壇
ヽ
ヽ
ヽ
●
べ
熙
―
卜
ヽ
笑

ｓ
●
Ｎ
Ｓ
●
箪
ｕ

”
薇
嘔
ヾ

一
＾
．一一
一）一
一一一

一
一
一一一．

゛
ヽ
眸
熙
毬

一　
　
【
ｏ
ｏ
ｏ
　
　
一　
　
　
ｏ
ｏ
一
ｏ
い
て
¨
Ｏ
０̈
）

‐

■

窓

卜

＾

‐
　

一

一
　

　

一

８
８
０
菫
専
圧
゛
　
　
　
一　
　
　
　
¨
鸞
回
主
Ｒ
Ⅸ
●
メ

O
Z

¨
　

ヽ
１
て

llll

雁

【

計

皿
　

嘔

―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

一　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

一



Aグループ 市 価 調 査 票
ボイラー用燃料タンク清掃検査役務

納       期         令和7年 1月 31日

納  入  場  所     板妻駐屯地

見  積  条  件     当社通常販売価格

見積条件及び契約条項承諾のうえ見積致しました。

住 所

氏 名

品     名 規    格 単位 単  価 金    額 備  考

ボイラー用燃料タンク

清掃検査役務
仕様書のとおり ST 1

以下余自

〈
ロ 計 (別途消費税 )



Aグループ 本L

分任契約担当官 陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地

第 433会 計 隊 長 蓮 池  秀 樹

(別途消費税)

納       期    令和7年 1月 31日

納  入  場  所   板妻駐屯地

入札条件及び契約条項承諾のうえ入札致しました。

私 は 、

当社は、    暴力団排除に関する誓約書に定めてある事項について制約致します。
当団体は、

入本L年月 日        令千口6年9月 19日

住 所

氏 名

童
日

¥

品   名 規  格 単 位 数 量 単  価 金  額 備  考

ボイラー用燃料タンク
清掃検査役務

仕様書のとおり ST 1

以下余自

^口 計



作成年 月 日 :令和  6年 8月  30日
作 成  者 :防衛技官 宮下 龍一郎
仕様書番号 :第    53

ホ
゛
イラー用燃料タンク清掃検査役務

陸 上 自 衛 隊 板 妻 駐 屯 地 業 務 隊



書様仕

名件 ホ
・
イラー用燃料タンク清掃検査役務

役務場所 静岡県御殿場市板妻 40-1 陸上 自衛隊板妻駐 屯地

役務概要 地上式燃料 タ ンク (90L)の 清掃及 び検査  1式

一般事項 働
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特記事 項

検査対象物

5 肉厚検査
(1)目 視検査
ア 直接目視、間接目視によつて、外観・寸法・腐食・ 孔食その他傷等、異常の有無を検査す
るものとする。
イ タンク底板内面、側板肉面及び屋根板の母材及び漕接部の目視検査を行い、自触等の異常
箇所について、深さ 1日m以 上は記録 し、箇所及び寸法等 を報告書に配載 し官側へ提出する。
(2)超 音波探督検査による板厚測定
ア タンク本体 (金 属内)の 欠陥、金目面の厚みを「 J:S Z 2355」 に準 じ、板厚測定
実施する。
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陸上 自衛 隊板妻駐屯地栞務隊

ホ・イナ用燃料タンク清掃検査役務
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イ タンク底部か ら500m国の高さの範囲において、 500X50 0mmの 格子状の交点を測
定するほか、いずれも腐触の認められた簡所を測定するものとする。
(3)磁 気探傷検査による溶接部等の点検
タンク底面及び側板 1段 目の立ち上が り 3 0 0mm以 内の溶接全線 (ノ ズル部含む)に つき
「 JIS C 2320」 に準 じ、磁粉探傷検査 (極 間法)に て実施する。

フ 潜入清掃法網部要領
(1)先 ず燃料タンクのマンホール及び付日配管等を開放 し、タンク内の残油、スラッジ、水分
専を抜き取る。これを監督官の指示に従い、それぞれ区分する。
(2)燃 料タンク内面の底部及び目壁については、非鉄ブラシまたはモップ等を使用 して入念に
澤出鯖を鍋落 したのち、洗油 (自 灯油)を もつてウエス等で完全に拭き取る。
(3)最 後に、送風機等で内部を完全に乾爆 (タ ンク内ガス晨度 5%LEMま で)要 とするとき
は、予め監督官の承認 を得た化学洗編を使用する。
(4)内 部清掃作業終了後、マンホールを復 l日 する朦にパ ッキンその他、ポル ト類の交換を実施
し、材料は請負業者の負担とする。この接続にあたつては、燃料が漏出 しないように作業す
る。
(5)タ ンクマンホール上蓋及びプロテクターの取付整備をもつて潜入清掃作業の終了とする。
(6)内 部清掃作業中、燃料タンク内璧の破損の発見に努め、異常がある場合は遠やかに監督宙
に報告する。
(7)清 掃作業開始時油槽内の燃料残油は、鵬負彙者側においてすべて取 り除 くこと。なお、上
澄燃料については隣接する 151 7 kL地 上燃料タンクに移 し、底部残の廃油については請
負業者の責任において適正に処理 し、合法的に場外搬出処分する。

8 報告書等
(1)作 業開始前に作業計画書を提出 し、監督官の承認の後に作業を実施する。
(2)作 業完了後、速やかに検査実施結果報告書 3部 を、宮側へ提出する。

9 本役務に使用する責機材並びに工具類について
搬入前に点検整備・ 調整 したものを用いるほか、マンホールがタンク上面にあることから高
所作業に適応 した資機材等を用意すること。

‖ 役務完了検査
清掃及び点検終了後、タンク内部を乾爆 した内部の状態及び原状回復を官側で検査するほか、
検査実施結果報告書及びマニフェス トE票 の検査を以て役務完了検査 とする。

12 日 程
清掃及び点検作業の予定日については令和 6年 10月 10日 (木 )～ 令和 6年 10月 15日
(火 )の うち 1日 とするが、細部については官側 と協臓すること。
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Bグループ 市 価 調 査 票

納       期        令和6年 12月 20日

納  入  場  所     滝ヶ原駐屯地

見  積  条  件     当社通常販売価格

見積条件及び契約条項承諾のうえ見積致しました。

住 所

氏 名

件 名 : ボイラー用燃料タンク清掃。検査役務
口
叩 名 規    格 単位 単  価 金    額 備  考

ボイラー用燃料タンク

清掃・検査役務
仕様書のとおり ST

以下余自

〈
ロ (別途消費税 )



Bグループ 入  札 童
日

分任契約担当官 陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地

第 433会 計 隊 長 蓮 池  秀 樹

(別途消費税)

納       期   令和6年 12月 20日

納  入  場  所   滝ヶ原駐屯地

入札条件及び契約条項承諾のうえ入札致しました。

私 は、

当社は、    暴力団ツト除に関する誓約書に定めてある事項について制約致します。
当団体は、

入札年月日     令和6年9月 19日

住 所

氏 名

¥

品   名 規  格 単 位 単  価 金  額 備  考

ボイラー用燃料タンク
清掃・検査役務

仕様書のとおり ST 1

以下余自

〈
ロ 計 /



ボイラー用燃料タンク清掃・検査役務

ボイラー用燃料タンク清掃・検査役務
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